
328 INTERNET magazine 2001/8 PDA（ピー・ディー・エー／Personal Data Assistance）：個人用携帯情報端末。予定表やアドレス帳など、主に個人データの管理に用いる携帯用の電子機器。最近では、パ
ソコンと連携したりインターネットへ接続したりする機能も標準的に装備されている。その多くがタッチパネル式の液晶画面で操作する。

注目のアプライアンスが続々入荷！

アメリカでは、いまネットワークを活用したおもしろ製品がどんどん誕生している。
そのなかには感動的な驚きの名品もあれば、「なんだこりゃ？」な迷品もある。
ここメリケン逸品堂では、毎月入荷する品々の中から店主厳選の逸品をご紹介しよう！
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日本でもパーム機やポケットPCといった

PDAが話題になっていると聞く。ここアメリ

カでは、携帯電話でのインターネット利用は

日本よりも遅れているものの、PDAを使った

ワイヤレスインターネット接続サービスがすで

に人気となっている。その代表ともいえるの

がここで紹介するOmniSkyだ。

利用するにはPDAに各機種専用のワイレス

モデムを装着し、専用ソフトをインストール

する必要がある。今回テストしたVisor用の

場合、ワイヤレスモデムはNovatel Wireless

のスプリングモジュールタイプのMinstrelだ。

モデムがPalm OS 3.5以降にのみ対応のため、

対応機種はVisor Platinum/Prism以降とな

っている。ほかにもPalm Vシリーズ用やヒュ

ーレット・パッカードのJornada用があるほ

か、CFカードタイプのワイヤレスモデムを使

うコンパックiPAQ用も用意されている。

モデムはCDPD （Cellular Digital Packet

Data）と呼ばれるパケット通信方式のワイヤ

レスネットワークを使用しており、全米の主

要都市161地域で利用可能だ。接続速度は

最大19.2kbps。

モデムをスロットにさすと自動的に表示さ

れる専用メニュー画面にはYahoo Mobileや

Excite Mobileといったモバイル機器向けのコ

ンテンツが並ぶほか、メール、ウェブ、検索

などが用意されている。また、一般的なメー

ルソフトを使ってPOPサーバーにも接続でき

る。今回、日本語版Visor Platinumを使用

し、PalmScapeやPSMailを使ってみたが、

問題なく日本語ページにアクセスしたり、日

本語メールを送受信したりできた。

難点を挙げれば、これを使うためのソフト

群のメモリー総量は約1MBに達し、システム

的にかなり負担をかけることだろう。データの

送受信を始めるまでの処理に時間がかかった

り、エラーでリセットになることもあった。キ

ャンペーンで無料配布されることも多いが、

パ ケ ッ ト 通 信 で
メ ー ル や ウ ェ ブ が 使 え る

300ドルという本体

価格や月額40ドル

の利用料というのも

けっこう高い印象

だ。最近はアメリカ

でも携帯電話が充

実してきているので、

サービスの本格普及

はこれからが正念場

になるかもしれない。

Visor用Minstrelワイヤレ
スモデム本体。かなりうし
ろに出っ張るデザインになっ
ている。モデムに内蔵の電
源は充電式。

OmniSky向けにCNNやUPS
などによる各種のモバイル用
コンテンツが提供されている。
モデム上部の赤ランプはメー
ル受信のシグナル。

PDAでのワイヤレスアクセスを実現！

OmniSky
●メーカー：OmniSky Corp.

●価格：モデム：299ドル

●使用料：月額39ドル95セント

（iPAQは59ドル95セント）

www.omnisky.com
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INTERNET magazine 2001/8 329セットトップボックス：：テレビなどに接続して、ケーブルテレビや衛星放送などを受信するための機器のこと。テレビセットの上（トップ）に置くところからその名前が付いた。STB（Set
Top Box）と書き表されることも多い。

先月紹介したマイクロソフトのUltimateTV

は衛星放送チューナーを中心にDVR、インタ

ーネットを1つにまとめたセットトップボック

ス（STB）製品だった。今回、紹介する

SurfReady NTV-2500もやはりSTBだが、ホ

ームシアターを基本にしている点が異なる。な

お、製造元のNeon Technologyは小規模な

STB専門メーカーだ。

まず、DVDプレイヤーを内蔵していること

が何よりの特徴だ。MP3、ビデオCDにも対

応しており、なんとカラオケまで楽めるのだ。

AV入出力もビデオコンポジットだけでなく、

S端子や5.1チャンネルのデジタルオーディオ

端子も備えている。

インターネット的なハード面で見てもCPU

にMMXペンティアム266MHzを搭載。56K

モデムだけでなく、10/100-BaseTイーサネ

ット、USB、シリアル、プリンターポートなど

ひととおり揃っている。ソフト面で見ると独自

のウェブブラウザーはJavaスプリクト1.1、

SSL3.0、RealAudio5.0に対応している。

機能面も同様で、

接続も同社推薦の

ISPだけでなく、ケ

ーブルやDSLを含め

て、ほぼすべての

ISPが使える。さら

にウェブやメールは

もちろんのこと、こ

れらを使いながら同

時にピクチャーイン

ピクチャーでテレビ

やDVDを表示させることもできる。さらに付

属のデジカメを使って画像を送受信できるイ

ンターネットピクチャーフォンサービスまで無

料提供されている。通常のSTB製品ではコス

トと初心者向けという観点から省かれる機能

が多いが、このNTV-2500は逆にマニア向け

に盛りだくさんといった印象だ。

実際の使用感だが、各機能は簡単に使え

るものの、時々表示がズレたり、別メニュー

にうまく移動できなかったりと、機能を盛り

込みすぎたせいか細部での詰めの甘さを感じ

ることも多かった。また、HDDは搭載されて

おらず、8MBのフラッシュメモリーと32MB

のDRAMだけというのはこれだけの機能を備

えるだけにちょっと心もとない。荒削りな面

が多いが、それだけにこうした意欲的な製品

には愛着を覚えてしまう。

モトローラが発売したばかりのポップな配色のこ

の製品は3月号のこのコーナーで紹介した双方向ポ

ケベル「Talkabout T900」に似ているが、根本的

に違うのはこれは携帯電話だということ。写真で

もわかるように通話はイヤホンマイクを使う。アメ

リカでは電磁波対策などの理由でイヤホンマイクが

日本より普及している。さらに双方向ポケベルも

人気があり、超小型キーボードもポピュラー。そん

なさまざまな理由が統合された結果が、日本では

考えられないこんな組み合わせを生んだようだ。機

能的にはシングルバンドのGSM方式携帯電話が基

本になっており、アドレス帳やショートメッセージ

（SMS）が使えるのはもちろん、WAP対応のウェ

ブブラウザーも搭載されている。しかも、モト

ローラは同じ形態でさらにパワフルな新製品

「Accompli 009 Personal Communicator」

を今年後半にも市場に投入する予定だ。こちら

はGSM3バンドとGPRS（汎用パケット無線

システム）に対応、256色のカラー液晶を搭載

し、ウェブのみならず、POP3メール、PIM

機能搭載。さらにはアプリケーションの追加

も可能という、まさに頂点を狙う内容となって

いる。果たしてこのアメリカンな路線がどこま

で行くか、ちょっと楽しみだ。

ひと足早くハヤリモノを c h e c k !

ピ ク チ ャ ー フ ォ ン も O K ！
も り だ く さ ん な 機 能

DVDを中心にネットを楽しむホーム端末

SurfReady NTV-2500

ほかに色違いが数パターンある。価格は
どれも199ドル99セント。

このようにウェブをブラウズしながら
DVDやTVを表示させることも可能。た
だし、解像度の関係からあまり実用的と
はいえない。

基本メニュー画面。中央のTVのほかに
ウェブ、メール、DVDなどを選択できる。
「Call」はSurfReady間のみで使えるイ
ンターネットピクチャーフォン用。

●メーカー：Neon Technology, Inc.

●価格：649ドル

www.neontech.com/products_ntv2500.shtml
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ケータイ付きポケベルってアリ!?

Motorola V. Series 
Personal Communicator Model 100

www.motorola.com/MIMS/MSPG/Products/Two-way/V100/
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